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「
春
風
を
纏
っ
た
服
」

「
春
風
を
纏
っ
た
服
」

　
　
　
　
　
　

菱
川
町
子

　
　
　
　
　
　

菱
川
町
子
（
愛
知
県
稲
沢
市
）

（
愛
知
県
稲
沢
市
）

「
眼
、
あ
る
い
は
光
に
つ
い
て
」

「
眼
、
あ
る
い
は
光
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　

川
㟢
雄
司

　
　
　
　
　
　

川
㟢
雄
司
（
東
京
都
荒
川
区
）

（
東
京
都
荒
川
区
）

「
海
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
」

「
海
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
」

　
　
　
　
　
　

春
木
美
子

　
　
　
　
　
　

春
木
美
子
（
静
岡
県
三
島
市
）

（
静
岡
県
三
島
市
）

第
18
回
「
文
芸
思
潮
」
エ
ッ
セ
イ
賞
　

発
表

　

二
〇
二
三
年
度
第
18
回
「
文
芸
思
潮
」
エ
ッ
セ
イ
賞
は
、

一
七
三
篇
と
い
う
、
昨
年
と
ほ
ぼ
同
じ
数
の
御
応
募
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
は
レ
ベ
ル
が
高
い
作

品
が
集
ま
り
、
優
秀
賞
レ
ベ
ル
の
作
品
が
め
じ
ろ
押
し
で
、
た
い

へ
ん
充
実
し
た
コ
ン
テ
ス
ト
と
な
り
ま
し
た
。
十
代
後
半
か
ら

九
十
代
ま
で
の
広
い
年
齢
層
と
同
時
に
、
地
域
的
に
も
ア
ジ
ア
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
広
い
地
域
か
ら
寄
せ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
貴
重

な
体
験
や
、
鋭
い
社
会
批
評
な
ど
も
含
ま
れ
、
豊
か
な
内
容
と
な

り
ま
し
た
。

　

例
年
の
通
り
、
ま
ず
予
選
担
当
に
よ
る
第
三
次
ま
で
の
予
選
選

考
が
行
な
わ
れ
、
選
出
さ
れ
た
最
終
作
品
を
対
象
に
、
水
木
亮
、

都
築
隆
広
、
五
十
嵐
勉
三
人
の
選
考
委
員
に
よ
っ
て
（
三
神
弘
選

考
委
員
は
病
欠
）
八
月
十
三
日
山
梨
県
甲
府
市
に
お
い
て
最
終
選

考
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
以
下
の
通
り
決

定
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
号
に
は
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
作
品
を
発
表
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
以
後
奨
励
賞
も
誌
上
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

明
年
も
ま
た
同
じ
要
領
で
募
集
い
た
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
奮
っ
て

皆
様
の
エ
ッ
セ
イ
を
御
応
募
く
だ
さ
い
。お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

エ
ッ
セ
イ
賞

「
病
同
・
秒
同
」

　
　

西
川
か
つ
み
（
京
都
府
南
丹
市
）

「
故
郷
に
私
は
い
な
い
」

　
　

坂
本　

崇   

（Italy Cuneo

）

第第
1818
回回

文
芸
思
潮

文
芸
思
潮

最
優
秀
賞

最
優
秀
賞

「
文
芸
思
潮
」
エ
ッ
セ
イ
賞

「
文
芸
思
潮
」
エ
ッ
セ
イ
賞

「
Ｇ
ち
ゃ
ん
の
小
指
」

「
Ｇ
ち
ゃ
ん
の
小
指
」

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

渡
辺　

勝

渡
辺　

勝
（
長
野
県
上
田
市
）

（
長
野
県
上
田
市
）

「
北
緯
５
度
の
島
の
原
爆
人
形
劇
」

「
北
緯
５
度
の
島
の
原
爆
人
形
劇
」

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

髙
田
ひ
と
み

髙
田
ひ
と
み
（
北
海
道
札
幌
市
）

（
北
海
道
札
幌
市
）

「
わ
た
し
が
統
一
教
会
に
通
っ
て
い
た
頃
」

「
わ
た
し
が
統
一
教
会
に
通
っ
て
い
た
頃
」

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田
ま
さ
子

山
田
ま
さ
子
（
大
阪
府
堺
市
）

（
大
阪
府
堺
市
）

「
カ
ダ
フ
ィ
ー
の
国
の
ヌ
エ
ジ
」

「
カ
ダ
フ
ィ
ー
の
国
の
ヌ
エ
ジ
」

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

竹
中
水
前

竹
中
水
前
（
東
京
都
葛
飾
区
）

（
東
京
都
葛
飾
区
）

「
女
と
も
だ
ち

「
女
と
も
だ
ち
―
―
―
―
同
志
」

同
志
」

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

宮
尾
美
明

宮
尾
美
明
（
愛
知
県
愛
西
市
）

（
愛
知
県
愛
西
市
）

「
た
た
む
」　

中
村
郁
恵

「
た
た
む
」　

中
村
郁
恵
（
北
海
道
札
幌
市
）

（
北
海
道
札
幌
市
）

「
闘
病
に
感
謝
」

「
闘
病
に
感
謝
」

　
　
　
　
　
　

金
子
亜
実

　
　
　
　
　
　

金
子
亜
実
（
東
京
都
中
野
区
）

（
東
京
都
中
野
区
）

「
海
を
眺
め
て
い
た
」
室
伏
三
鶴
（
静
岡
県
御
殿
場
市
）

「
絶
望
か
ら
希
望
へ
」
小
倉
一
純
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

「
母
の
通
信
教
育
」
　
田
中
　
修
（
茨
城
県
笠
間
市
）

「
ポ
ン
デ
ギ
な
夜
」
　
今
井
清
賀
（
大
阪
府
和
泉
市
）

「
エ
ミ
リ
ー
の
慧
眼
」
阪
田
光
孝
（
大
阪
府
藤
井
寺
市
）

「
上
野
公
園
の
ホ
ー
ム
レ
ス
」
西
島
雅
博
（
福
島
県
い
わ
き
市
）

「
無
尽
燈
」
　
　
　
　
宮
西
和
代
（
京
都
府
京
都
市
）

「
骨
を
拾
う
」
　
　
　
本
澤
　
章
（
京
都
府
京
都
市
）

優
秀
賞

　第18回エッセイ賞発表

奨
励
賞
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「
小
さ
な
握
り
こ
ぶ
し
」
は
る
ひ
（
福
岡
県
福
岡
市
）

「
ヒ
ト
リ
生
き
る
カ
ナ
シ
」
森
﨑
律
子
（
大
阪
府
大
阪
市
）

「
ト
ン
ネ
ル
の
向
こ
う
」
ふ
と
う
ち
え
こ
（
徳
島
県
徳
島
市
）

「
元
新
卒
の
逃
走
」
　
　
丹
波
蔵
堂
（
埼
玉
県
川
口
市
）

「
似
非
川
柳
も
二
〇
〇
〇
柳
」
佐
高
源
（
山
梨
県
中
巨
摩
郡
）

「
母
と
娘
と
、
そ
し
て
私
」
武
中
彩
（
福
岡
県
北
九
州
市
）

「
二
足
の
草
鞋
を
履
く
二
刀
流
―
医
学
編
―
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
眞
弘
（
石
川
県
金
沢
市
）

「
孤
高
―
亡
き
師
を
偲
ぶ
―
」
村
松
佐
保
（
群
馬
県
吾
妻
郡
）

「
私
の
好
き
な
深
蒸
し
茶
を
ど
う
ぞ
」
山
野
冬
花
（
福
岡
県
久
留
米
市
）

「
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
」
　
　
熊
谷
和
代
（
徳
島
県
徳
島
市
）

「
父
の
行
方
」
　
　
　
　
髙
澤
弘
至
（
長
野
県
飯
山
市
）

「
今
、
こ
の
と
き
を
あ
り
が
と
う
」
紫
陽
花
（
東
京
都
足
立
区
）

「
薫
ち
ゃ
ん
に
捧
ぐ
」
　
植
田
郁
子
（
京
都
府
京
都
市
）

「
私
の
も
の
が
た
り
」
　
　
相
澤
真
理
子
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

「
机
の
中
の
弁
当
」
　
　
青
地
久
恵
（
北
海
道
釧
路
市
）

「
暗
然
た
る
世
界
に
差
し
込
む
一
筋
の
光
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
下
ゆ
か
り
（
東
京
都
世
田
谷
区
）

五
十
嵐
勉　

　

第
一
八
回
の
文
芸
思
潮
エ
ッ
セ
イ
賞
は
、
応
募
数
が
昨
年
と
ほ
ぼ

同
じ
で
少
な
く
、
内
容
も
数
に
比
例
し
て
落
ち
て
い
る
の
で
は
な
い

か
危
惧
さ
れ
た
が
、
蓋
を
開
け
て
み
る
と
、
杞
憂
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

む
し
ろ
例
年
よ
り
も
優
秀
賞
レ
ベ
ル
に
良
い
作
品
が
集
中
し
、
ど
れ

を
落
と
す
か
、
ど
れ
に
泣
い
て
も
ら
う
か
、
苦
心
し
悩
む
事
態
と

な
っ
た
。
通
例
、
最
終
選
考
は
５
点
法
で
採
点
さ
れ
る
。
５
点
は
最

優
秀
賞
、
４
点
台
は
優
秀
賞
、
３
点
台
は
奨
励
賞
、
２
点
台
は
佳
作
、

１
点
台
は
入
選
、
そ
れ
以
下
は
選
外
と
な
る
。
集
計
し
て
選
考
委
員

の
合
計
の
高
い
順
か
ら
並
べ
て
い
く
の
だ
が
、
評
価
が
バ
ラ
バ
ラ
に

な
る
作
品
も
多
く
、
必
ず
し
も
こ
の
上
か
ら
の
順
で
決
ま
る
わ
け
で

は
な
い
。
し
か
し
と
に
か
く
今
回
ト
ッ
プ
は
西
川
か
つ
み
氏
の
「
病

同
・
秒
同
」
で
合
計
点
が
13
・
２
だ
っ
た
。
こ
れ
は
三
人
の
選
考
委

員（
今
年
は
三
神
弘
選
考
委
員
が
病
気
の
た
め
欠
席
）の
平
均
が
４
・

４
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
最
優
秀
賞
の
候
補
は
選
考
委
員
の
誰

か
が
５
点
を
つ
け
た
作
品
も
有
力
に
な
る
。
こ
の
方
法
で
上
か
ら
選

考
し
て
い
く
の
だ
が
、
平
均
４
点
以
上
、
つ
ま
り
合
計
12
点
は
、
普

通
に
考
え
れ
ば
優
秀
賞
と
な
り
、
い
つ
も
な
ら
、
11
点
以
上
も
十
分

優
秀
賞
の
圏
内
に
あ
る
の
だ
が
、
今
回
12
点
以
上
は
一
一
作
、
11
点

以
上
は
、
さ
ら
に
一
二
作
あ
っ
た
。
つ
ま
り
優
秀
賞
の
圏
内
に
あ
る

作
品
は
計
二
三
作
あ
り
、
極
め
て
高
い
レ
ベ
ル
に
作
品
が
集
ま
っ
て

い
た
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
奨
励
賞
の
合
計
は
９
点
以
上
が
有
力

候
補
で
あ
り
、
そ
の
９
点
以
上
を
獲
得
し
た
作
品
は
、
な
ん
と
三
五

作
あ
っ
た
。
合
わ
せ
る
と
、
五
七
作
品
が
９
点
以
上
、
奨
励
賞
以
上

の
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
驚
く
べ
き
数
字
で

あ
り
、
応
募
数
が
一
七
三
に
対
し
て
33
％
が
奨
励
賞
レ
ベ
ル
以
上
と

い
う
ハ
イ
レ
ベ
ル
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
選
考
委
員
に
と
っ

て
は
嬉
し
い
悲
鳴
で
あ
る
が
、
ど
う
し
て
も
篩ふ

る

い
落
と
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
情
が
あ
り
、
例
年
な
ら
受
賞
し
て
い
た
レ
ベ
ル
の
作
品

が
今
年
は
涙
を
飲
ん
で
も
ら
う
結
果
と
な
っ
た
。

　

エ
ッ
セ
イ
賞
の
選
考
で
は
、
ま
ず
ト
ッ
プ
―
―
最
優
秀
賞
作
品
か

ら
決
め
る
。
ず
ば
り
当
選
は
ど
れ
か
だ
が
、
私
は
あ
ま
り
に
多
い
優

1949　山梨県生まれ
　79「流

る た く

謫の島」で群像　
　新人長編小説賞受賞
　98「緑の手紙」で読売
新聞・NTT プリンテック
主催第 1 回インターネット
文芸新人賞最優秀賞受賞
2002「鉄の光」で健友館
　　文学賞受賞

いがらし　つとむ

　

ハ
イ
レ
ベ
ル
の
豊
饒

エ
ッ
セ
イ
賞

第第
1818
回回

文
芸
思
潮

文
芸
思
潮

選
　
評

選
　
評

エッセイ賞エッセイ賞　選評　選評

1700 円
御注文はアジア文化社まで

1000 円
御注文はアジア文化社まで
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秀
作
品
の
中
か
ら
特
に
イ
ン
パ
ク
ト
の
強
か
っ
た
作
品
を
三
つ
挙
げ

た
。
こ
れ
ま
で
に
三
作
受
賞
は
な
か
っ
た
が
、「
病
同
・
秒
同
」と
、「
故

郷
に
私
は
い
な
い
」
と
、「
Ｇ
ち
ゃ
ん
の
小
指
」
の
三
作
を
最
優
秀

賞
に
し
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
、
と
提
案
し
た
。
し
か
し
他
の
選

考
委
員
に
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
結
局
二
作
に
落
ち
着
い
た
。

「
病
同
・
秒
同
」
は
末
期
癌
の
療
養
生
活
を
過
ご
す
筆
者
の
そ
ば
に

い
る
猫
や
、
出
入
り
す
る
農
作
業
者
の
励
ま
し
を
得
た
り
す
る
日
常

を
書
い
て
い
る
が
、
励
ま
し
て
く
れ
た
農
作
業
者
の
ほ
う
が
癌
に
な

り
、
先
に
逝
く
。
残
さ
れ
た
そ
の
言
葉
が
、
鮮
や
か
な
光
を
残
し
て

い
く
。「
苦
し
い
時
も
、
学
問
は
で
き
る
か
ぎ
り
す
る
こ
と
。
習じ

っ
け気

と
い
っ
て
、
身
に
つ
い
た
知
識
は
こ
の
世
だ
け
で
な
く
、
来
世
で
も

自
分
を
助
け
て
く
れ
る
か
ら
」
そ
れ
に
対
し
て
筆
者
は
「
日
々
、
死

ぬ
こ
と
の
恐
怖
を
抑
え
き
れ
な
い
で
い
た
私
に
、
自
分
の
心
身
の
声

を
毎
日
丁
寧
に
聞
き
、
そ
し
て
人
は
遅
か
れ
早
か
れ
死
ぬ
の
だ
か
ら
、

死
ぬ
と
い
う
こ
と
に
甘
え
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
、
教
え
て
く
だ

さ
っ
た
」
と
記
す
。
こ
う
し
た
死
と
生
の
境
界
を
斬
新
に
め
く
り
上

げ
て
踏
み
込
み
、
新
た
な
見
方
を
呈
示
す
る
そ
の
言
葉
に
は
、
日
常

を
逆
か
ら
見
る
強
烈
な
光
が
あ
る
。
さ
ら
に
鮮
烈
な
の
は
、
そ
の
新

し
い
見
方
に
よ
る
造
語
で
あ
る
。「
病
同
」「
僕
の
造
語
で
ね
。
病
を

得
て
少
し
は
謙
虚
で
深
い
人
間
に
な
れ
た
よ
う
な
気
が
す
る
よ
。
そ

れ
に
ど
ん
な
状
況
で
も
人
の
根
源
的
価
値
は
変
わ
ら
な
い
と
心
か
ら

願
い
思
う
。
身
体
を
損
な
っ
た
分
、
見
え
な
い
け
れ
ど
心
に
蓄
え
ら

れ
た
も
の
が
増
え
た
よ
う
な
気
が
す
る
」「
長
生
き
だ
ろ
う
と
、少
々

早
く
こ
の
世
を
去
ろ
う
と
、
今
こ
の
瞬
間
を
生
き
て
い
る
と
い
う
こ

と
に
違
い
は
な
い
か
ら
、
同
じ
だ
ね
」「
秒
同
だ
な
。
は
は
は
」
こ

う
し
た
来
世
へ
と
貫
か
れ
た
言
葉
は
新
鮮
で
あ
る
。
こ
の
言
葉
に

よ
っ
て
命
が
新
し
い
も
の
へ
開
か
れ
て
い
く
。
そ
の
感
覚
が
、
癌
に

な
っ
た
人
だ
け
で
な
く
、
だ
れ
を
も
普
遍
的
に
救
っ
て
い
く
点
に
大

き
な
意
義
が
あ
る
と
思
っ
た
。

　

も
う
一
つ
の
最
優
秀
賞
の
坂
本
崇
氏
「
故
郷
に
私
は
い
な
い
」
は
、

ま
ず
文
章
が
い
い
。
お
そ
ら
く
文
章
は
全
応
募
者
中
最
も
緊
密
な
凝

集
力
を
持
っ
て
い
る
。「
鏡
に
写
っ
て
い
た
の
は
知
ら
な
い
人
間
だ
っ

た
」
と
い
う
出
だ
し
も
よ
く
、
説
得
力
の
あ
る
流
れ
が
快
く
進
ん
で

い
く
。
父
親
が
日
本
人
で
、
母
親
が
キ
プ
ロ
ス
人
と
い
う
血
筋
を
持

つ
筆
者
は
、
外
貌
に
よ
っ
て
安
易
に
判
断
す
る
心
な
い
人
々
の
言
葉

に
苦
悩
す
る
。
日
本
人
と
し
て
育
ち
、
日
本
語
も
母
語
と
し
て
き
れ

い
に
話
す
日
本
人
と
し
て
の
内
質
が
、
外
貌
に
よ
っ
て
傷
つ
け
ら
れ

る
こ
と
に
苦
し
む
。「
私
が
日
本
に
戻
っ
て
こ
な
い
の
は
、
お
そ
ら

く
外
国
で
し
か
私
は
日
本
人
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
だ
と
思

う
」
と
い
う
吐
露
に
は
、
痛
切
な
響
き
が
あ
り
、
こ
こ
に
長
く
単
一

民
族
と
し
て
国
家
を
成
し
、
閉
鎖
的
で
あ
っ
た
日
本
の
内
向
社
会
性

へ
の
痛
烈
な
批
判
が
あ
る
。
否
応
な
く
国
際
化
の
波
に
晒
さ
れ
、
異

人
種
と
混
じ
ら
ざ
る
を
得
な
い
現
実
の
状
況
に
対
し
て
、
あ
ま
り
に

対
応
が
遅
れ
、
歪
み
や
悲
劇
を
生
ん
で
い
る
現
代
日
本
の
一
面
へ
の
、

身
を
挺
し
た
告
発
が
こ
こ
に
あ
る
。
自
ら
に
即
し
た
強
烈
な
糾
弾
を

感
じ
る
作
品
だ
っ
た
。

　

優
秀
賞
の
渡
辺
勝
氏
「
Ｇ
ち
ゃ
ん
の
小
指
」
は
、
最
近
少
し
ず
つ

減
っ
て
い
る
戦
争
中
へ
の
回
顧
が
一
つ
の
軸
に
な
っ
て
い
る
。
中
国

戦
線
で
の
徴
発
に
紛
れ
て
娘
を
強
姦
す
る
戦
争
の
現
実
は
説
得
力
が

あ
り
、
迫
っ
て
く
る
が
、
前
半
部
と
辻
褄
が
合
わ
な
い
不
整
合
が
あ

り
、
少
し
直
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
っ
た
の
と
、
そ
こ
に
示
さ
れ
た

冷
酷
さ
は
戦
争
の
真
実
で
あ
る
に
は
違
い
な
い
が
、
平
和
に
繋
が
る

も
の
と
し
て
の
＋
ア
ル
フ
ァ
が
欲
し
い
の
と
で
、
惜
し
く
も
最
優
秀

賞
を
逸
し
た
。
し
か
し
現
在
、
忘
れ
去
ら
れ
つ
つ
あ
る
戦
争
の
現
実

を
少
し
で
も
振
り
返
る
契
機
と
な
る
意
義
は
大
き
い
の
で
、
こ
の
方

向
に
、
筆
者
の
今
後
を
期
待
し
た
い
。

　

髙
田
ひ
と
み
氏
の
「
北
緯
５
度
の
島
の
原
爆
人
形
劇
」
は
、
ス
リ

ラ
ン
カ
で
の
海
外
青
年
協
力
隊
の
活
動
を
描
い
て
躍
動
感
が
あ
る
。

原
爆
人
形
劇
を
海
外
で
行
な
う
こ
と
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
、
ス
リ

ラ
ン
カ
の
人
々
と
の
交
流
を
深
め
つ
つ
、
意
味
あ
る
活
動
を
続
け
た

一
つ
の
達
成
は
、
爽
や
か
な
読
後
感
を
残
す
。
ま
た
「
戦
争
と
日
本

人
が
ど
う
関
わ
っ
て
き
た
か
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
、

む
し
ろ
日
本
人
の
側
の
戦
争
へ
の
反
省
の
希
薄
さ
に
到
達
す
る
部
分

は
、
鋭
く
的
を
突
い
て
い
る
。
た
だ
、
そ
れ
を
受
け
て
の
全
体
の
結

語
に
、
海
外
で
の
「
貴
重
な
体
験
」
を
回
顧
す
る
に
留
ま
っ
て
い
る

真
の
問
題
提
起
の
希
薄
さ
が
覗
い
て
い
て
、
主
張
の
強
さ
に
欠
け
る

こ
と
、
ま
た
タ
イ
ト
ル
に
つ
い
て
「
北
緯
５
度
」
で
は
曖
昧
で
、
ど

う
し
て
「
ス
リ
ラ
ン
カ
」
と
は
っ
き
り
言
わ
な
い
の
か
不
満
だ
っ
た
。

　

常
連
と
な
っ
た
山
田
ま
さ
子
氏
の
「
わ
た
し
が
統
一
教
会
に
通
っ

て
い
た
頃
」
は
、
最
近
安
倍
首
相
の
暗
殺
事
件
か
ら
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
た
統
一
教
会
の
問
題
を
体
験
か
ら
描
い
て
い
て
、
話
題
性
は

光
っ
て
い
た
。
こ
の
特
殊
な
宗
教
の
世
界
を
、
か
な
り
内
側
の
信
者

の
立
場
か
ら
回
顧
す
る
筆
致
は
、
確
か
に
興
味
を
そ
そ
る
。
特
に
、

ど
う
い
う
人
た
ち
が
信
者
に
な
り
、
引
き
寄
せ
ら
れ
て
い
く
の
か
が
、

よ
く
わ
か
る
。
心
優
し
く
、
弱
い
、
貧
し
い
人
た
ち
の
素
顔
が
見
え

て
く
る
。
ま
さ
に
「
毟
り
取
ら
れ
る
」
者
の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て

く
る
。
し
か
し
そ
れ
を
さ
え
癒
し
あ
う
何
か
が
あ
る
。「
私
に
と
っ

て
は
、
不
毛
で
も
無
意
味
で
も
な
か
っ
た
。
友
達
が
差
し
出
し
て
く

れ
た
温
も
り
だ
っ
た
」
と
記
す
そ
こ
に
、
こ
の
宗
教
問
題
の
底
部
が

覗
い
て
い
る
。
追
及
が
こ
こ
に
留
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
限
界
が
あ

り
、
こ
の
あ
と
を
も
っ
と
掘
削
し
て
ほ
し
い
不
足
感
が
残
っ
た
も
の

の
、
一
つ
の
本
質
を
突
い
て
い
る
点
は
、
評
価
で
き
た
。

　

竹
中
水
前
氏
は
、
タ
イ
ヤ
会
社
で
の
海
外
営
業
に
豊
か
な
経
験
が

あ
り
、
今
回
は
そ
れ
を
十
全
に
生
か
し
て
、
リ
ビ
ア
の
興
味
深
い
実

情
を
著
し
て
き
た
。
カ
ダ
フ
ィ
ー
の
時
代
の
政
治
状
況
を
、
タ
イ
ヤ

の
現
地
営
業
を
通
し
て
鮮
や
か
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
る
。
日
本

企
業
の
海
外
発
展
が
、
高
度
経
済
成
長
の
原
動
力
に
な
り
、
そ
の
最

前
線
で
の
営
業
の
冒
険
を
伴
っ
た
苦
労
を
描
き
つ
つ
、
同
時
に
そ
の

国
そ
の
土
地
の
異
な
っ
た
世
界
を
リ
ア
ル
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い

る
。
こ
の
お
も
し
ろ
さ
は
、
国
内
で
は
得
ら
れ
な
い
勇
躍
感
が
あ
り
、

新
聞
社
の
特
派
員
も
の
よ
り
も
密
着
感
を
持
っ
て
迫
っ
て
く
る
。
こ

う
い
う
領
域
の
記
録
を
も
っ
と
大
事
に
し
て
、
海
外
か
ら
日
本
を
見
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直
す
眼
を
養
い
た
い
も
の
だ
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

「
た
た
む
」
と
い
う
中
村
郁
恵
氏
の
作
品
は
、
終
生
親
し
さ
か
ら
遠

か
っ
た
姉
の
存
在
を
通
し
て
、
人
手
に
渡
っ
て
処
分
さ
れ
て
い
く
両

親
の
家
の
最
期
を
看
取
っ
て
い
る
。
家
の
解
体
と
同
時
に
家
族
の
解

体
も
覚
え
な
が
ら
、
そ
の
哀
惜
を
綴
る
筆
は
、「
家
」
の
構
造
そ
の

も
の
へ
の
本
質
的
問
い
か
け
を
投
げ
つ
つ
深
め
ら
れ
る
。
緻
密
な
文

章
は
そ
の
哀
惜
に
彩
ら
れ
て
、
美
し
い
ま
で
の
旋
律
を
奏
で
て
い
る
。

た
だ
、
こ
の
最
後
の
場
面
に
「
ボ
レ
ロ
」
が
ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う
か

は
、
や
や
疑
問
が
残
っ
た
。

　

今
回
も
常
連
グ
ル
ー
プ
の
活
躍
は
、
上
の
作
品
群
の
層
を
特
に
厚

く
し
て
い
た
が
、
宮
尾
美
明
氏
の
「
女
と
も
だ
ち
―
―
同
志
」
も
晩

年
の
女
性
と
も
だ
ち
の
大
き
な
変
化
を
書
き
表
し
て
、
人
生
の
模
様

の
複
雑
さ
・
深
淵
さ
を
感
じ
さ
せ
る
エ
ッ
セ
イ
と
な
っ
て
い
る
。
大

学
時
代
の
溌
剌
と
し
た
夢
と
勢
い
が
、
何
十
年
と
い
う
歳
月
の
果
て

に
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
か
、
そ
の
浮
沈
の
軌
跡
の
中
に
、
む
し
ろ

深
い
人
生
の
味
わ
い
が
あ
る
。宮
尾
氏
は
健
在
で
、む
し
ろ
筆
は
い
っ

そ
う
冴
え
て
い
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
た
。

「
春
風
を
纏
っ
た
服
」
の
菱
川
町
子
氏
の
エ
ッ
セ
イ
は
、
題
材
は
日

常
の
身
近
に
あ
る
も
の
の
、
ピ
ア
ノ
を
無
理
し
て
習
わ
せ
て
く
れ
た

母
親
へ
の
深
い
追
懐
の
う
ち
に
、
残
し
て
く
れ
た
和
服
を
新
し
い
現

代
の
衣
装
に
作
り
直
し
て
着
る
、
過
去
と
現
在
を
繋
ぐ
感
情
に
細
や

か
な
味
が
あ
り
、
魅
力
を
醸
し
て
い
た
。
過
去
の
愛
情
を
作
り
替
え

て
着
る
そ
の
繋
ぐ
行
為
の
中
に
、
愛
情
の
糸
が
結
ば
れ
る
。
そ
れ
が

現
在
を
生
き
生
き
と
動
か
し
、
ま
た
新
た
な
力
へ
と
繋
が
っ
て
い
く

こ
と
が
、
そ
の
文
章
の
背
後
に
感
じ
ら
れ
て
、
読
後
感
を
快
く
し
て

い
る
。

　

金
子
亜
実
氏
の
「
闘
病
に
感
謝
」
は
、
自
堕
落
な
母
親
は
さ
ら
に

鬱
病
に
か
か
り
、
母
親
に
苦
し
め
ら
れ
る
人
生
を
負
う
う
ち
に
、
自

分
も
精
神
的
な
病
に
陥
る
負
の
連
鎖
を
描
き
な
が
ら
、
そ
れ
を
逆
転

の
発
想
に
よ
っ
て
乗
り
越
え
て
い
く
ス
ト
ー
リ
ー
は
感
動
的
だ
っ

た
。
親
友
の
母
親
の
「
あ
な
た
が
本
気
で
お
母
さ
ん
の
幸
せ
を
思
え

る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
お
母
さ
ん
の
病
気
は
治
る
わ
よ
」
と
い
う

言
葉
を
契
機
に
、
母
親
を
立
ち
直
ら
せ
、
ま
た
過
労
で
自
身
も
危
う

く
な
っ
た
と
き
、
逆
に
母
親
に
助
け
て
も
ら
う
や
り
と
り
は
人
間
が

心
で
交
わ
る
深
い
大
き
な
可
能
性
を
具
現
化
し
て
、
眩
し
い
も
の
が

あ
る
。
や
や
稚
拙
な
点
も
残
る
が
、
更
生
の
深
い
体
験
の
記
録
に
は
、

深
く
響
い
て
く
る
も
の
が
あ
る
。

　

奨
励
賞
の
上
位
に
は
、
優
秀
賞
に
劣
ら
な
い
レ
ベ
ル
の
高
い
作
品

が
並
ん
で
い
る
。「
海
を
眺
め
て
い
た
」（
室
伏
三
鶴
）
は
、
路
上
ラ

イ
ブ
を
し
て
い
た
と
き
、
熱
心
に
聴
い
て
く
れ
た
女
性
と
仲
良
く

な
っ
た
も
の
の
、
父
か
ら
の
虐
待
、
集
団
レ
イ
プ
、
援
助
交
際
、
自

殺
未
遂
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
（
精
神
疾
患
）
と
い
う
過
酷
な
過
去
を
持
つ
そ

の
女
性
の
闇
を
共
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
最
後
、
訣
別
し
た
と
き
の

房
総
半
島
の
海
を
追
懐
す
る
こ
の
作
品
は
、
確
か
に
深
い
胸
の
痛
み

を
刻
印
し
て
い
た
。

　

社
会
批
評
の
色
彩
の
強
い
「
エ
ミ
リ
ー
の
慧
眼
〜
当
た
り
前
と
は

何
だ
ろ
う
〜
」（
阪
田
光
孝
）
も
痛
烈
な
現
代
へ
の
批
判
を
蔵
し
て

い
た
。「
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
群
が
る
人
々
の
『
こ
こ
ろ
』
は

虚
栄
心
で
い
っ
ぱ
い
よ
」
と
言
い
、
現
代
人
の
「
こ
こ
ろ
」
の
荒
廃

を
暴
い
て
、「
自
ら
の
行
為
で
、
自
己
の
価
値
を
上
げ
よ
う
と
せ
ず
、

他
人
を
貶
め
る
こ
と
で
、
自
己
の
価
値
を
上
げ
よ
う
と
す
る
」
と
い

う
指
弾
は
鋭
い
。

「
骨
を
拾
う
」（
本
澤
章
）
の
横
書
き
の
作
品
に
は
難
が
あ
っ
た
が
、

内
容
は
よ
く
、
焼
か
れ
た
父
親
の
骨
と
、
生
き
て
い
た
頃
の
父
親
の

指
先
の
動
き
が
重
な
る
ラ
ス
ト
は
鮮
や
か
だ
っ
た
。

「
無
尽
燈
」
は
京
都
の
近
所
付
き
合
い
の
中
に
見
る
人
間
の
親
し
い

温
も
り
が
よ
く
描
け
て
い
る
。「
人
は
こ
ん
な
他
愛
も
な
い
楽
し
み

を
共
有
し
、
繋
が
り
を
確
か
め
合
い
、
生
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
す
る

の
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
言
葉
は
、
殺
伐
と
し
た
現
代
に
一
石
を

投
じ
て
い
る
。

　

韓
国
で
の
学
生
の
交
流
で
蚕
の
蛹
の
缶
詰
を
食
べ
さ
せ
ら
れ
る

「
ポ
ン
デ
ギ
の
夜
」（
今
井
清
賀
）
は
、
食
物
に
よ
る
親
し
さ
の
体

験
に
よ
っ
て
深
く
な
る
真
の
交
流
の
一
面
が
お
も
し
ろ
く
よ
く
描
か

れ
て
い
た
。

「
小
さ
な
握
り
こ
ぶ
し
」（
は
る
ひ
）
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
報
道
で

見
た
幼
子
の
握
り
こ
ぶ
し
か
ら
想
い
が
連
な
っ
て
、
太
平
洋
戦
争
、

原
爆
と
、
戦
争
の
惨
禍
を
全
体
に
振
り
返
っ
て
、
平
和
へ
の
希
求
に

大
き
く
繋
げ
て
い
る
こ
と
に
真
情
が
こ
も
っ
て
い
て
、
説
得
力
が

あ
っ
た
。

　

同
じ
反
戦
へ
の
思
い
は
「
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
」（
熊
谷
和
代
）
も
痛

切
で
、
戦
争
体
験
者
の
肉
声
は
強
烈
な
も
の
が
あ
る
。

「
似
非
川
柳
も
二
〇
〇
〇
柳
」（
佐
高
源
）
は
母
の
遺
品
の
中
に
残
っ

て
い
た
川
柳
を
繙
い
て
そ
の
心
に
あ
ら
た
め
て
触
れ
る
深
い
交
わ
り

が
温
か
く
残
る
。

　

若
い
世
代
の
作
品
「
元
新
卒
の
逃
走
」（
丹
波
蔵
堂
）
は
最
初
に

就
職
し
た
会
社
の
仕
事
が
劣
悪
で
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
な
り
、
そ
こ
か
ら

再
生
す
る
あ
ら
す
じ
だ
が
、
新
卒
者
が
陥
る
罠
を
丹
念
に
描
い
て
、

し
か
も
そ
こ
か
ら
立
ち
直
る
過
程
は
、
た
く
さ
ん
の
若
者
に
共
通
す

る
も
の
を
含
ん
で
い
て
示
唆
に
飛
ん
で
い
る
。

「
ト
ン
ネ
ル
の
向
こ
う
」（
ふ
と
う
ち
え
こ
）
は
、
夫
の
鉄
工
所
が

倒
産
し
て
か
ら
、
悪
戦
苦
闘
に
明
け
暮
れ
、
や
っ
と
光
を
見
る
過
程

が
描
か
れ
て
お
り
、
切
実
な
軌
跡
が
留
め
ら
れ
て
い
る
。「
い
つ
か

腹
か
ら
笑
え
る
日
が
来
る
」「
働
く
こ
と
は
今
を
生
き
、
明
日
声
を

出
し
て
笑
う
た
め
で
あ
っ
た
」
と
い
う
吐
露
に
は
、
迫
真
力
が
あ
る
。

「
絶
望
か
ら
希
望
へ
」（
小
倉
一
純
）
は
精
神
病
院
の
入
院
体
験
を

よ
く
記
し
留
め
て
、
そ
こ
か
ら
の
回
復
と
未
来
へ
か
け
る
希
望
を
思

い
を
込
め
て
表
現
し
て
い
る
。

「
母
の
通
信
教
育
」（
田
中
修
）
は
、
か
な
り
歳
を
取
っ
て
か
ら
、

通
信
教
育
で
調
理
師
資
格
を
取
り
、
定
年
ま
で
病
院
に
勤
め
る
母
親

の
長
い
苦
闘
を
実
直
に
描
い
て
い
る
。
父
親
の
過
去
も
挿
入
さ
れ
、

両
親
の
世
代
が
鮮
や
か
に
浮
か
ん
で
く
る
エ
ッ
セ
イ
と
な
っ
た
。

「
私
の
も
の
が
た
り
」（
相
澤
真
理
子
）
は
不
遇
な
女
性
の
孤
独
を

エ
ッ
セ
イ
賞
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潮
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叙
述
し
て
い
る
が
、
鮮
烈
な
言
葉
に
魅
か
れ
た
。「
生
き
る
た
め
の

燃
料
に
な
る
思
い
出
が
あ
る
の
と
な
い
の
と
で
は
、
年
と
っ
て
か
ら

の
人
生
の
質
が
違
っ
て
く
る
」
こ
の
一
文
だ
け
で
も
奨
励
賞
に
値
す

る
。

「
上
野
駅
の
ホ
ー
ム
レ
ス
」（
西
島
雅
博
）
は
タ
イ
ト
ル
の
ご
と
く

貴
重
な
体
験
を
題
材
に
し
て
興
味
深
い
。
上
野
の
こ
の
世
界
を
直
接

取
り
上
げ
た
作
品
は
稀
有
で
、
そ
れ
だ
け
で
価
値
が
あ
る
。
筆
者
の

半
生
の
輪
郭
を
な
ぞ
り
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
岐
路
も
あ
っ
た
こ
と

が
同
時
に
窺
え
る
が
、
一
過
性
の
雰
囲
気
が
あ
っ
て
、
上
野
を
通
り

過
ぎ
て
い
く
だ
け
に
終
わ
っ
て
い
る
の
が
惜
し
ま
れ
る
。

「
暗
然
た
る
世
界
に
差
し
込
む
一
筋
の
光
」（
木
下
ゆ
か
り
）
は
バ

レ
エ
を
通
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
禍
に
言
及
す
る
。
弱
冠
一
七
歳
の

筆
者
の
文
章
は
し
っ
か
り
し
て
い
て
、
バ
レ
エ
の
領
域
か
ら
、
平
和

を
希
求
す
る
真
摯
な
声
は
、
広
く
響
き
渡
っ
て
い
く
も
の
が
あ
る
。

文
章
も
さ
ら
に
持
続
し
て
鍛
錬
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

「
ヒ
ト
リ
生
き
る
カ
ナ
シ
」（
森
崎
律
子
）
は
一
人
暮
ら
し
で
最
後

に
自
殺
す
る
女
性
の
内
面
に
迫
っ
て
、
痛
切
な
も
の
が
あ
っ
た
。

「
母
と
娘
、
そ
し
て
私
」（
武
中
彩
）
は
母
子
の
思
い
の
齟
齬
を
露

わ
に
描
い
て
迫
っ
て
く
る
が
、
も
う
一
つ
結
晶
度
に
足
り
な
い
も
の

が
あ
る
の
が
惜
し
い
。
も
う
一
度
推
敲
し
て
ほ
し
い
。

「
孤
高
」（
村
松
佐
保
）
は
、
学
者
の
孤
独
な
一
生
に
付
き
添
う
姿

が
温
か
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
学
問
に
生
き
る
者
の
孤
高
の
姿
が
い
っ

そ
う
鮮
や
か
に
な
っ
て
い
る
。
清
ら
か
な
印
象
が
残
る
。

　

奨
励
賞
に
漏
れ
た
が
、
印
象
に
残
る
作
品
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

「
読
書
で
き
な
い
!
」（
水
越
晴
子
）、「
夜
道
」（
青
海
光
）、「
レ
ー

ゾ
ン
デ
ー
ト
ル
と
使
命
」（
小
室
澄
江
）、「
日
々
是
好
日
」（
吉
田

宏
子
）、「
戦
争
を
語
る
父
の
目
に
涙
が
」（
倉
沢
辰
子
）、「
さ
さ

や
か
な
人
生
」（
秋
葉
岩
男
）、「
人
生
の
同
志
」（
風
早
爽
）、「
小

児
科
医
の
願
い
」（
秋
谷
進
）、「
意
外
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
」（
近
藤
幹

夫
）、「
桃
太
郎
が
つ
な
い
だ
学
び
の
バ
ト
ン
」（
雲
海
倫
）、「
絵

描
き
の
青
春
」（
千
代
田
さ
ん
）、「
毛
が
に
」（
姉
歯
浩
一
）、「
吉

右
衛
門
の
思
い
出
」（
寅
次
郎
）、「
背
中
の
格
調
」（
山
家
衛
艮
）、

　

応
募
総
数
は
や
や
少
な
い
感
が
あ
る
も
の
の
、
内
容
は
極
め
て

充
実
し
て
い
て
ハ
イ
レ
ベ
ル
だ
っ
た
今
回
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の

エ
ッ
セ
イ
賞
に
、
同
じ
よ
う
に
赤
裸
々
な
体
験
、
真
摯
な
文
章
が

多
く
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
多
く
の
人
と
共
有
し
て

い
く
べ
き
価
値
あ
る
文
章
、
記
録
、
主
張
を
待
っ
て
い
る
。

「
人
生
の
同
志
」 

風
早　

爽

「
背
中
の
格
調
」 

山
家
衛
艮 

「
誰
の
マ
ジ
ッ
ク
」 

田
中
美
晴 

「
最
後
の
面
会
」 

福
田
哲
也 

「
私
た
ち
の
春
」 

高
島　

緑 

「
毛
が
に
」 

姉
歯
浩
一 

「
手
」 

山
田
栞
里 

「
吉
右
衛
門
の
思
い
出
」 

寅
次
郎

「
タ
ラ
ッ
ポ
に
導
か
れ
て
」 

金
田
一
淳 

「
山
の
師
匠
」 

馬
場
岩
ひ
ろ
し

「
叔
母
を
悼
む
」 

澤
井
樹
生

「
母
と
娘
」 

丸
山　

史

「
日
々
是
好
日
」 

吉
田
宏
子

「
別
れ
の
悲
し
み
」 

森
田
麗
実 

「
『
桃
太
郎
』
が
つ
な
い
だ
学
び
の
バ
ト
ン
」

 

雲
海
倫

「
す
て
塩
」 

家
森
澄
子 

「
弁
当
終
了
」 

斉
藤
は
な
絵

「
い
い
よ
」 

武
藤
蓑
子

「
祖
父
か
ら
最
後
に
聞
い
た
言
葉
」 

山
口
和
花
菜 

「
里
山
便
り
」 

鶴
賀
イ
チ 

「
意
外
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
」 

近
藤
幹
夫 

「
人
生
に
楽
な
し
、
で
も
楽
し
み
有
り
在
り
」 

山
田
惠
津
子 

「
最
後
の
日
々
の
夫
の
言
の
葉
、
そ
し
て
私
は
」

 

田
浦
チ
サ
子 

「
雑
感
、
ま
た
は
思
い
出
す
事
」 

鈴
木
信
一 

「
輪
っ
か
ぽ
っ
ぽ
」 

高
尾
周
一

「
読
書
で
き
な
い
！
」 

水
越
晴
子 

「
喪
失
し
た
も
の
」 

西
尾　

吉

「
戦
争
を
語
る
父
の
目
に
涙
が
」 

ふ
き
の
と
う

「
夜
道
」 

青
海
光

「
愛
の
カ
タ
チ
」 

九
条
之
子

「
令
和
は
身
軽
で
あ
れ
」 

三
日
月
李
衣

「
レ
ー
ゾ
ン
デ
ー
ト
ル
と
使
命
」 

小
室
澄
江 

「
過
去
と
現
在
を
行
き
来
す
る
」 

佐
藤
悦
弘 

「
小
児
科
医
の
願
い
」 

秋
谷　

進 

「
コ
ス
ミ
ッ
ク
・
キ
ャ
ン
デ
ー
ズ
」 

小
林
宏
子 

「
家
族
に
つ
い
て
」 

よ
ま
ひ
こ

「
絵
描
き
の
青
春
」 

千
代
田
さ
ん

「
さ
さ
や
か
な
人
生
」 

秋
庭
岩
男 

「
被
災
地
で
の
約
束
」 

桜
さ
く

「
十
度
目
の
夏
」 

香
山
マ
リ
エ

佳
作

エ
ッ
セ
イ
賞

第第
1818
回回

文
芸
思
潮

文
芸
思
潮

エッセイ賞エッセイ賞　選評　選評

「
文
芸
思
潮
」
編
集
部
員
募
集

　
有
給
　

大
卒
以
上
／
要
編
集
経
験
・
文
章
力

　
履
歴
書
送
付
　
編
集
部
ま
で

※受賞を辞退された方がおり、修正いたしました。
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水
木　

亮

　

今
年
の
応
募
作
品
の
全
体
の
感
想
は
、
特
に
高
齢
者
が
自
分
の
人

生
を
振
り
返
り
、
ど
う
し
て
も
書
い
て
お
き
た
い
こ
と
を
投
稿
し
て

き
た
作
品
に
心
ひ
か
れ
た
。
厳
し
い
現
実
の
中
で
希
望
を
失
う
こ
と

な
く
、
人
生
の
最
後
を
少
し
で
も
心
安
ら
ぐ
終
末
に
し
よ
う
と
頑
張

る
姿
が
、
自
分
に
も
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
る
作
品
が
多
か
っ
た
。
こ
れ

こ
そ
高
齢
者
と
歩
む
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
願
う
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、

高
齢
社
会
を
生
き
る
上
で
少
し
で
も
元
気
を
も
ら
え
る
な
ら
素
晴
ら

し
い
こ
と
だ
と
思
う
。

以
下
心
に
残
っ
た
作
品
に
つ
い
て
感
想
を
述
べ
た
い
。

「
病
同
・
秒
同
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
川
か
つ
み

　

最
優
秀
に
選
ば
れ
た
こ
の
作
品
は
、
ロ
ー
ソ
ク
が
消
え
る
前
に
明

る
く
照
ら
す
。
そ
ん
な
終
末
を
感
じ
さ
せ
る
光
る
エ
ッ
セ
イ
で
、「
先

生
」
の
言
葉
が
こ
こ
ろ
に
し
み
る
。
ま
た
猫
と
の
交
流
も
温
か
い
。

「
わ
た
し
が
統
一
教
会
に
通
っ
て
い
た
頃
」　

山
田
ま
さ
子

　

優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
こ
の
作
品
は
、
統
一
教
会
で
知
り
合
い
に

な
っ
た
女
性
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
。
時
事
的
に
話
題
性
も
あ
る
が
、

そ
こ
に
居
場
所
を
見
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
女
性
、
そ
う
い

う
人
も
い
る
の
だ
と
知
り
、
胸
を
打
た
れ
る
。

「
海
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
」　　
　
　
　
　
　

春
木
美
子

　

優
秀
賞
の
こ
の
作
品
は
、
透
析
の
現
場
で
看
護
婦
と
し
て
働
き
な

が
ら
、
自
分
に
ガ
ン
が
み
つ
か
り
病
院
を
辞
め
よ
う
と
し
た
と
き
、

一
緒
に
働
い
て
い
た
ガ
ン
の
病
歴
が
あ
る
Ｍ
さ
ん
に
希
望
を
持
つ
こ

と
だ
と
励
ま
さ
れ
、
退
院
後
再
び
職
場
で
働
こ
う
と
し
た
と
き
、
Ｍ

さ
ん
の
姿
が
消
え
て
い
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
Ｍ
さ
ん
の
励
ま
し

の
言
葉
が
よ
い
。

「
闘
病
に
感
謝
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
子
亜
実

　

波
乱
万
丈
の
家
族
環
境
で
母
が
病
み
、
そ
の
看
病
を
し
た
自
分
も

ま
た
病
む
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
克
服
し
闘
病
か
ら
得
ら
れ
た
も

の
に
感
謝
し
て
生
き
る
。
そ
れ
は
同
じ
心
を
病
む
人
た
ち
の
力
に
な

る
と
思
う
。

「
春
を
纏
っ
た
服
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　

菱
川
町
子

「
リ
メ
イ
ク
し
た
服
に
は
心
が
あ
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
苦
労
し
た

母
親
へ
の
恩
返
し
の
リ
メ
イ
ク
に
筆
者
の
心
が
伝
わ
る
、
素
敵
な

エ
ッ
セ
イ
だ
と
思
う
。　

終
末
を
心
豊
か
に
生
き
る

　
　
　
　
　
　

高
齢
者
の
願
い

みずき　りょう

作家・劇作家・演出家
1942　北朝鮮生まれ
　99　小説「祝祭」で　
　　第 16 回織田作之助
　　賞受賞
2006　小説「お見合いツ
　　アー」で第 49 回農
　　民文学賞受賞
　戯曲も多数ある　　

エ
ッ
セ
イ
賞
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「
女
友
達
―
―
同
志
」　　
　
　
　
　
　
　
　

宮
尾
美
明

　

青
春
時
代
を
共
に
生
き
た
仲
間
の
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
を
回
想
し
た
。

老
い
も
病
も
新
し
い
友
達
と
し
て
生
き
る
。
老
い
の
日
々
を
生
き
る

人
々
が
共
感
す
る
エ
ッ
セ
イ
で
あ
る
。

　

次
に
奨
励
賞
で
私
が
印
象
深
い
の
は
、
次
の
作
品
で
あ
る
。

「
机
の
中
の
弁
当
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
地
久
恵　
　
　
　

　

お
礼
の
小
包
が
届
い
た
こ
と
か
ら
、
中
学
生
の
頃
、
弁
当
に
お
か

ず
が
な
い
男
の
子
に
交
代
で
お
か
ず
を
作
っ
て
あ
げ
た
こ
と
が
思
い

出
さ
れ
た
。
間
も
な
く
そ
の
男
性
は
亡
く
な
り
、
彼
の
牧
場
を
訪
れ

る
。
そ
こ
で
彼
が
ど
ん
な
厳
し
い
暮
ら
し
を
し
て
い
た
か
を
知
る
。

老
い
て
の
恩
を
忘
れ
な
い
男
性
の
思
い
が
悲
し
い
。
作
者
に
と
っ
て

も
忘
れ
ら
れ
な
い
経
験
で
あ
っ
た
ろ
う
。

「
ヒ
ト
リ
生
き
る
カ
ナ
シ
」　　
　
　
　
　
　

森
崎
律
子

　

病
ん
だ
友
人
の
自
殺
を
書
い
た
。
そ
の
友
人
に
寄
り
添
う
女
性
の

温
か
い
心
が
伝
わ
る
。
厳
し
い
な
か
の
救
い
で
も
あ
る
。
こ
う
い
う

最
期
を
生
き
る
人
も
い
る
。
そ
の
壮
絶
な
姿
に
学
ぶ
も
の
が
あ
る
。

「
小
さ
な
握
り
こ
ぶ
し
」　　
　
　
　
　
　
　

は
る
ひ

　

天
候
の
加
減
で
北
九
州
で
は
な
く
て
、
長
崎
に
原
爆
が
落
ち
た
と

い
う
記
述
に
驚
い
た
。
父
親
と
別
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
子
ど
も
の
小
さ
な
拳
か
ら
、
あ
ら
た
め
て
平
和
の
尊
さ
を
思
う
。

「
薫
ち
ゃ
ん
に
捧
ぐ
」　　
　
　
　
　
　
　
　

植
田
郁
子

　

導
入
が
う
ま
い
。
誰
の
人
生
に
も
忘
れ
ら
れ
な
い
悔
い
が
あ
る
。

学
ん
で
そ
の
悔
い
を
超
え
る
時
、
人
間
の
魅
力
が
生
ま
れ
る
と
思
う
。

ま
た
薫
さ
ん
へ
の
供
養
に
も
な
る
だ
ろ
う
。

「
母
と
娘
と
、
そ
し
て
私
」　　
　
　
　
　
　

武
中　

彩

　

高
校
生
の
頃
、
母
親
に
暴
言
を
吐
い
た
。
母
は
亡
く
な
り
、
歳
月

を
経
て
叔
母
か
ら
い
か
に
母
親
が
自
分
の
こ
と
を
思
っ
て
い
た
か
を

教
え
ら
れ
る
。
そ
の
叔
母
に
母
へ
の
孝
行
の
代
わ
り
を
し
た
。
最
後

の
ま
と
め
が
よ
く
書
か
れ
て
い
る
。

「
上
野
公
園
の
ホ
ー
ム
レ
ス
」　　
　
　
　
　

西
島
雅
博

　

若
き
日
の
公
園
で
の
ホ
ー
ム
レ
ス
生
活
を
振
り
返
っ
た
。
両
親
の

息
子
に
対
す
る
思
い
が
、
絶
え
ず
筆
者
の
心
の
底
に
生
き
て
い
て
、

障
壁
を
超
え
筆
者
の
希
望
す
る
人
生
を
励
ま
し
続
け
た
と
感
じ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

以
下
心
に
残
る
エ
ッ
セ
イ
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。

「
日
々
是
好
日
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
宏
子

　

老
い
て
壊
れ
て
ゆ
く
夫
の
様
子
を
書
い
た
。
誰
に
も
訪
れ
る
終
末
。

老
い
を
生
き
る
上
で
誰
も
の
参
考
に
な
る
エ
ッ
セ
イ
だ
と
思
う
。

「
愛
の
カ
タ
チ
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
条
之
子

　

い
ろ
い
ろ
な
「
愛
の
カ
タ
チ
」
を
書
い
た
。
ラ
ス
ト
の
葬
儀
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
に
筆
力
を
感
じ
る
。

「
人
生
の
同
志
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風
早　

爽

　

人
生
は
ま
ま
な
ら
な
い
。
老
い
て
再
婚
し
た
妻
が
病
む
過
程
を
書

い
た
。
今
度
は
妻
に
寄
り
添
う
こ
と
に
尽
き
る
と
思
う
。

「
被
災
地
で
の
約
束
」　　
　
　
　
　
　
　
　

桜　

さ
く
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被
災
地
の
人
々
を
励
ま
す
た
め
に
訪
れ
た
筆
者
の
、
貴
重
な
不
思

議
な
体
験
を
か
い
た
。
被
災
地
に
寄
せ
る
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

経
験
で
き
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
死
者
の
魂
を
感
じ
る
。

「
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
谷
和
代

　

戦
後
七
八
年
を
経
た
日
本
。
戦
争
を
学
ば
な
い
国
民
は
操
作
す
る

政
治
家
の
言
い
な
り
に
な
る
。
戦
争
体
験
者
が
こ
う
し
て
、
戦
争
を

語
る
の
は
老
い
を
生
き
る
上
で
と
て
も
大
事
な
こ
と
だ
と
思
う
。

　

昨
年
も
書
い
た
が
、
人
間
一
度
き
り
の
人
生
を
悔
い
な
く
終
え
る

た
め
に
、
自
分
の
一
生
で
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
を
記
録
す
る
こ
と

は
、
そ
の
人
の
人
生
の
終
活
で
も
あ
る
。
記
録
し
て
お
け
ば
誰
か
が

読
む
。「
文
芸
思
潮
」が
シ
ニ
ア
の
意
見
に
重
点
を
お
い
て
い
る
の
は
、

い
ま
ど
き
日
本
で
珍
し
い
文
芸
雑
誌
で
あ
る
。
今
回
も
貴
重
な
経
験

を
書
か
れ
た
高
齢
者
の
作
品
が
多
か
っ
た
。
来
年
も
い
ろ
い
ろ
な
作

品
を
読
み
た
い
。
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エッセイ賞エッセイ賞　選評　選評

「
褐
色
の
世
界　

ベ
ル
ベ
ル
人
」 

松
原
泰
子 

「
迂
回
し
て
、
秋
」 

そ
ら
か
ど
ま
し
ろ

「
訛
り
と
方
言
、
丸
出
し
で
」 

三
木
亮
介

「
風
の
盆
」 

比
留
間　

進 

「
褒
め
上
手
」 

有
澤
か
お
り 

「
『
時
代
お
く
れ
』
に
目
覚
め
る
」 

平
野
靖
雄 

「
不
婚
」 

長
坂
弥
生 

「
神
の
石
」 

岡　

大
吉

「
い
の
ち
の
燈
火
」 

津
森
悠
平

「
障
害
が
も
た
ら
す
家
族
の
絆
」 

い
っ
ち
ゃ
ん

「
住
ま
ば
都　

住
め
ば
都
」 

秋
葉
み
の
り

「
芸
術
の
世
界
」 
佐
田
真
紀

「
父
と
競
馬
」 
次
女

「
十
八
歳
二
ヶ
月
の
苦
悩
」 

Sam
on

「
古
代
・
洛
東
江
の
畔
」 

崔
宣
葉

「
ね
じ
れ
の
位
置
か
ら
い
ろ
い
ろ
想
像
し
て
み
た
」
ふ
じ
も
と
な
お
こ

「
レ
ム
と
ノ
ン
レ
ム
か
ら
の
解
放
」 

柴
田
節
子

「
『
軍
国
少
年
』
の
遺
言
」 

ゴ
ル
ビ
ー
長
田

「
夢
電
話
」 

山
田
じ
ゅ
ん
た

「
お
ー
い
、
元
気
か
ー
い
」 

伊
手
人
首
麻
呂

「
マ
ン
ゴ
ー
の
実
の
な
る
村
で
」 

中
西
淳
子 

「
ケ
ー
キ
一
切
れ
の
悲
し
み
」 

藤
野
璃
子

「
双
眼
鏡
」 

吉
原
あ
や
こ

「
鎌
打
ち
神
事
か
ら
始
ま
る
」 

明
石
弘
貴 

「
手
紙
」 

谷
垣
宣
長 

「
イ
ヤ
ホ
ン
が
便
所
に
流
れ
た
時
の
話
」 

臼
田
イ
ル
マ

「
墓
を
さ
が
す
」 

高
木
敏
克

「
愛
生
儚
命
」 

ゆ
き
ま
さ
こ

入選

1978 山梨県生まれ 
　東海大学文学部卒
2002「看板屋の恋」で第
　91 回文學界新人賞受賞
「狼を見る」（文芸思潮）
「ご眷属様ジャーニー」（三
田文學）他「長者屋敷の寝
られぬ座敷」（合作）で佐々
木喜善賞など　構成作家と
しても活動中

つづき　たかひろ

暗
く
て
深
い
井
戸
の
底
…
…

都
築
隆
広　

　

毎
年
、
「
最
も
良
か
っ
た
エ
ッ
セ
イ
」
と
「
最
も
印
象
に
残
っ
た

エ
ッ
セ
イ
」
が
異
な
る
。

　

私
が
「
最
も
良
か
っ
た
」
と
思
う
作
品
は
、
そ
も
そ
も
最
優
秀
賞

に
選
ば
れ
に
く
い
気
も
す
る
が
、
「
最
も
印
象
に
残
っ
た
エ
ッ
セ

イ
」
は
大
体
、
活
字
に
で
き
る
だ
け
の
公
共
性
に
乏
し
く
、
選
考
会

以
前
に
落
選
し
て
し
ま
う
。
そ
う
い
っ
た
作
品
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
る
の
も
、
下
読
み
委
員
を
兼
任
す
る
こ
と
の
醍
醐
味
と
い
う
か
、

役
得
と
い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、
今
年
は
そ
の
ど
ち
ら
も
が
上
位
に

入
賞
し
て
い
る
。
珍
し
い
結
果
だ
。

　

最
優
秀
賞
の
「
病
同
・
秒
同
」
と
「
故
郷
に
私
は
い
な
い
」
は
共

に
高
評
価
を
付
け
た
も
の
の
、
「
最
も
良
か
っ
た
」
か
と
尋
ね
ら
れ

た
ら
疑
問
が
残
る
。
「
病
同
・
秒
同
」
は
限
ら
れ
た
日
々
を
生
き
る

人
々
の
軽
み
や
明
る
さ
が
あ
っ
て
、
好
感
が
持
て
た
。
た
だ
、
文
芸

誌
の
掲
載
作
に
い
か
に
も
あ
り
そ
う
な
人
間
関
係
で
、
少
々
、
地
味

に
も
感
じ
ら
れ
た
。
「
故
郷
に
私
は
い
な
い
」
は
、
あ
る
身
体
的
特

徴
か
ら
、
こ
の
人
な
ら
で
は
の
苦
悩
に
苛
ま
れ
る
話
。
個
人
の
コ
ン

プ
レ
ッ
ク
ス
が
、
社
会
性
の
あ
る
問
題
提
起
へ
と
昇
華
さ
れ
て
ゆ
く

点
が
、
エ
ッ
セ
イ
と
し
て
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
。

　

優
秀
賞
「
北
緯
５
度
の
島
の
原
爆
人
形
」
は
最
近
、
国
家
破
産
し

た
と
い
わ
れ
る
ス
リ
ラ
ン
カ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
原
爆
人
形
劇
を
公

演
し
て
回
る
と
い
う
内
容
。
海
外
で
出
会
っ
た
人
々
の
こ
と
が
帰
国

後
に
心
配
に
な
る
と
い
う
の
は
よ
く
あ
る
話
で
、
国
家
破
産
し
た
国

の
人
々
と
も
な
れ
ば
そ
れ
は
ひ
と
し
お
だ
ろ
う
。
最
優
秀
賞
に
ふ
さ

わ
し
い
と
断
じ
た
も
の
の
、
選
考
会
で
は
「
ド
ラ
マ
度
が
低
い
」
と
、

も
の
い
い
が
つ
き
、
弁
護
し
き
れ
な
か
っ
た
。

　

同
じ
く
優
秀
賞
「
眼
、
あ
る
い
は
光
に
つ
い
て
」
。
ボ
ヤ
騒
ぎ
を

起
こ
し
て
家
を
出
て
、
友
人
達
と
ル
ー
ム
シ
ェ
ア
を
す
る
青
年
の
、

益や
く
た
い体
も
な
い
日
々
が
詩
的
な
文
章
で
綴
ら
れ
る
。
作
者
は
言
語
聴
覚

士
な
る
職
に
就
い
て
い
る
よ
う
で
、
言
語
感
覚
に
優
れ
、
並
々
な
ら

ぬ
文
体
へ
の
こ
だ
わ
り
を
感
じ
る
。
私
は
こ
の
作
品
が
最
も
良
か
っ

た
。
と
は
い
え
、
万
人
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
は
い
い
難
く
、
上
位

入
賞
で
き
て
め
で
た
し
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
。

　

で
は
「
最
も
印
象
に
残
っ
た
エ
ッ
セ
イ
」
は
何
か
。
こ
れ
ま
た
優

秀
賞
「
Ｇ
ち
ゃ
ん
の
小
指
」
。
い
つ
も
牡
丹
鍋
を
振
る
舞
っ
て
く
れ
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る
優
し
い
祖
父
。
成
長
し
た
孫
に
、
祖
父
は
普
段
の
姿
か
ら
は
か
け

離
れ
た
、
お
ぞ
ま
し
き
戦
争
譚
を
語
る
。
こ
の
手
の
エ
ッ
セ
イ
は
反

戦
の
意
図
の
う
え
に
書
か
れ
、
読
ま
れ
る
べ
き
も
の
だ
。
だ
が
、
祖

父
の
打
ち
明
け
話
は
あ
ま
り
に
凄
ま
じ
く
、
人
間
の
暗
い
欲
望
を
刺

激
さ
せ
る
。
溢
れ
出
る
嗜
虐
性
は
、
暗
く
て
深
い
井
戸
の
底
を
覗
き

込
む
よ
う
な
感
覚
に
読
む
者
を
陥
ら
せ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
本

当
に
反
戦
エ
ッ
セ
イ
な
の
か
。
描
き
た
い
の
は
、
戦
場
に
呑
ま
れ
た

人
々
の
醜
い
欲
望
の
方
で
は
な
い
の
か
？　

そ
の
危
う
さ
が
本
作
の

魅
力
で
あ
り
、
欠
点
と
も
感
じ
ら
れ
た
。

　

常
連
投
稿
者
、
山
田
ま
さ
子
さ
ん
の
「
わ
た
し
が
統
一
教
会
に

通
っ
て
い
た
頃
」
も
優
秀
賞
。
例
年
な
ら
支
持
し
て
い
た
山
田
さ
ん

の
エ
ッ
セ
イ
だ
が
、
今
年
は
反
対
の
立
場
を
と
っ
た
。
と
い
う
の
も
、

冒
頭
に
安
倍
元
首
相
の
暗
殺
現
場
を
見
物
に
行
く
場
面
が
あ
り
、
そ

こ
に
倫
理
観
の
欠
如
が
見
ら
れ
た
か
ら
だ
。
社
会
を
揺
る
が
す
事
件

で
、
元
首
相
と
い
う
肩
書
も
相
俟
っ
て
、
人
間
一
人
の
命
が
失
わ
れ

て
い
る
点
が
ぼ
や
け
て
い
る
よ
う
に
も
読
め
る
。
後
の
統
一
教
会
に

つ
い
て
の
部
分
は
選
考
会
で
は
評
判
が
良
か
っ
た
も
の
の
、
や
は
り

山
田
さ
ん
の
本
質
は
私
小
説
風
エ
ッ
セ
イ
で
あ
り
、
時
事
的
な
テ
ー

マ
が
絡
ん
で
く
る
と
素
直
に
楽
し
め
な
か
っ
た
。

　

邪
悪
な
姉
と
、
潰
す
こ
と
に
な
る
家
に
つ
い
て
の
思
い
出
を
描
い

た
優
秀
賞
「
た
た
む
」
、
モ
ラ
ハ
ラ
夫
と
問
題
だ
ら
け
の
職
場
に
悩

む
、
奨
励
賞
「
私
の
も
の
が
た
り
」
。
顔
見
知
り
の
自
分
を
痴
漢
す

る
「
ケ
ロ
さ
ん
」
と
彼
に
恋
す
る
「
薫
ち
ゃ
ん
」
に
挟
ま
れ
る
苦
難

の
人
間
模
様
、
奨
励
賞
「
薫
ち
ゃ
ん
に
捧
ぐ
」
、
家
事
を
せ
ず
、
性

格
も
悪
く
な
っ
た
夫
を
描
い
た
、
奨
励
賞
「
私
の
好
き
な
深
蒸
し
茶

を
ど
う
ぞ
」
。
特
に
「
た
た
む
」
「
私
の
も
の
が
た
り
」
「
私
の
好

き
な
深
蒸
し
茶
を
ど
う
ぞ
」
の
三
作
は
同
一
作
者
の
も
の
で
は
な
い

か
と
思
え
る
程
、
家
庭
内
の
悪
意
や
不
快
感
が
巧
み
に
描
か
れ
て
い

た
。

　

心
の
暗
部
と
い
え
ば
、
死
を
願
う
人
々
の
胸
の
内
も
ま
た
仄
暗
い
。

奨
励
賞
「
ヒ
ト
リ
生
き
る
カ
ナ
シ
」
は
自
殺
す
る
「
七
子
さ
ん
」
の

手
記
が
生
々
し
く
迫
っ
て
く
る
。
こ
う
書
い
て
ゆ
く
と
今
年
は
暗
い

エ
ッ
セ
イ
ば
か
り
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
む
し

ろ
逆
で
、
全
体
的
に
闇
の
中
に
希
望
の
光
を
見
出
す
作
品
が
多
か
っ

た
。

「
昼
の
光
に
、
夜
の
闇
の
深
さ
が
わ
か
る
も
の
か
」
と
い
う
の
は
、

ニ
ー
チ
ェ
の
言
葉
だ
。
他
人
の
暗
部
を
覗
き
、
書
き
と
め
た
く
な
る

の
は
人
間
心
理
と
し
て
わ
か
る
か
ら
、
ペ
ン
を
と
る
発
端
は
そ
れ
で

良
い
。
た
だ
し
、
固
執
し
続
け
る
と
、
読
者
に
も
ス
ト
レ
ス
を
与
え

て
し
ま
う
。
市
井
の
人
々
に
ま
で
、
自
分
の
声
を
届
け
た
い
と
願
う

の
な
ら
、
暗
い
井
戸
か
ら
は
い
つ
か
は
眼
を
そ
ら
し
、
光
の
差
す
方

に
、
ゆ
っ
く
り
と
歩
を
進
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　文芸思潮では広くエッセイを募集します。日々の暮らしのなかでの思い、様々な体
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　　　　TEL03-5706-7847　FAX 03-5706-7848

　E-mail　 bungeisc ＠ asiawave.co.jp
賞●最優秀賞■賞状・トロフィー・賞金 10 万円（2 名は 7 万円／ 3 名は 5 万円）
　　　優秀賞■賞状・賞メダル・賞金 3 万円（4 名以上は 2 万円）
　　　奨励賞■賞状・賞メダル　　　　佳作・入選■賞状・記念品
選考委員●三神弘・水木亮・都築隆広・五十嵐勉
締切● 2024 年 3 月 31 日（当日消印有効）
発表●予選通過作品発表は 2024 年 6 月 25 日発売の「文芸思潮」92 号、またインターネ
ット・ホームページでも行なう。最終結果・最優秀作および優秀作は 2024 年 9 月 25 日
発売の「文芸思潮」93 号に発表掲載。奨励賞も順次「文芸思潮」に掲載する。
主催●文芸思潮
※主催者から　日々の中に埋もれている強い思いや記憶、味わい深い生活感、残してお
きたい体験、矛盾に満ちた人生への痛切な抗議、体験に基づいた現代への鮮烈な視点な
ど、あなたの真の声を乗せたエッセイ作品をお寄せください。

第19回　文芸思潮エッセイ賞　作品募集作品募集


